
1．研究会の成り立ち

Web サービス技術の普及とともに，サービスを単位
としてインターネット上にソフトウェアを構築し利用す
るサービスコンピューティングが 2000 年代前半から産
業界を中心に注目を集めた．学術分野でも，国際会議と
して米国中心の SCC（International Conference on Serv-
ices Computing），欧州中心の ICSOC（International
Conference on Service Oriented Computing）が 2003 年
頃から立ち上がり，2008 年に IEEE が Transactions on
Services Computing を発刊した．
一方，国内では，クラウドコンピューティングなどの

営利企業によるサービスの集積が話題となったため，ビ
ジネス寄りの活動との誤解があり，この分野の研究者が
極端に少ない状況であった．また，その少数のサービス
コンピューティングの研究も，要素技術の応用として取
り組まれており，エージェント，ソフトウェア工学，
Web 技術など既存の分野に分散していたため，米国，
中国に比べると世界にインパクトを与えられずにいた．
そこで，国内のサービスコンピューティング研究のコ
ミュニティを形成しプレゼンスを高めるために，2009
年 4 月にサービスコンピューティング時限研専を設立
し，Web サービスを対象とする異分野融合の研専が誕
生した．

2．サービスコンピューティング研究の変遷

当初，サービスコンピューティングは，その設計思想
を実現するための基盤研究とサービス合成の研究が中心
であった．2000 年の SOAP，2001 年の WSDL の W3C
勧告をはじめ，2000 年代中頃はサービスの記述や発見，
相互運用性を実現するための各種標準仕様が提案され，

それらをどのように活用し，補完するのかという研究が
多く見られた．一方，サービス合成の研究は QoS
（Quality of Service）などの非機能要件に基づいてサー
ビスを自動合成する研究が多く見られた(1)．
現在はサービスコンピューティングの環境が整ったこ
とで基盤研究は落ち着き，サービスシステムの設計に研
究課題が移っている．またサービス合成は引き続きサー
ビスコンピューティングの中心的研究課題であるが，
WSDLを利用しない RESTベースのWeb サービスの増
加や，ソーシャルコンピューティング，モバイルコン
ピューティング，クラウドコンピューティングの普及，
Big Data を背景に，サービス合成のスケーラビリティ
やオンラインサービス合成，ソーシャルネットワーク上
の情報を活用したサービス推薦など新しいトピックが生
まれている．更に，クラウドソーシングや Internet of
Things の普及により，人とサービスの連携，‘もの’と
サービスの連携などあらゆるものをサービスという抽象
化により連携する試みが活発である(2)．
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